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播種直後の 灌水に よる大 豆 の 出芽障害 を軽減する種子水分 ，播種深度，灌水程 度の検討
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　 九 州地域 の 大豆作 は播 種適 期 が梅 雨末 期 と重なる た め ，

播種直後に 大量 の 降雨 に遭遇 した りす る こ と もあ る が，一一一

方，播 種 が梅 雨明け後 にず れ込む場合に は ，播種後 に 晴天

が 続き土壌 が 乾燥 しす ぎるこ とがあ る ，梅雨 明け後 に 出芽

を促進 す る 卩 的で 播 種直 後 に 灌水 を 行 っ た 場 合，播 種 直後

の 大量 の 降 雨 と 同様 に，種子の 急速な吸水 に よ り子 葉組織

の 破壊等が 引き起こ され，出芽 障害 が発 生す るこ とが 懸念

さ矛しる．種 子水 分 を 15％程度 に調湿する と種子の 急速な吸

水 に起 因 す る 出芽 障害 を回避 で きる こ とが報 吉 されて い る

〔［tl山 ら 2004）．そ こ で ，本研 究で は，梅 雨 明 け後，調 湿

した種 子 を圃場 に播種 し，直後に 灌水 を行い ，種子水分や

播種深 度等が大 豆 の 出芽 率 に 及 ぼ す影 響 を調 査 し，出 芽障

害を回 避 す る播種方法 を検討 した．

材 料 と 方 法

　 晶種 は 「フ ク ユ タ カ」 を供 試 し，九州 沖縄農 業研 究 セ ン

ター筑 後拠 点 に 隣接 した農 家水 田 〔細 粒灰 色低 地土，圃場

面積約 6a ）に，目皿 式 畦立 て 播種 機 を用 い ，畦 幅 160cm，

条 間30cm，株間20cm，1株 2 粒で播種 した．

　種子 は，未調 湿種 子 （種 子水 分10％ ） と土屋 ら （2007）

の 方法 を用 い 水分 15％ お よ び 20％ に調整 し た もの を用 い た．

播 種深 度 は 深播 き （5cm ），浅播 き （3cm ）の 2水準に 設

定 した．

　 播種 は2006 年 8 月 11U お よ び 9 月 8 日 に行 い ，播 種 直後

に 畦 間灌 水 を行 っ た ．灌水量 は，8 月 11日 に は畦 上 面 全 体

が 湿潤 す る まで 入水 し （灌 水量 「多」，第 1 図），9 月 8 日

第 1 図　 8 月11日播種 にお け る灌水程度，

　　　　 第 2図　 9 月 8 日播種 にお け る灌水程度，

に は 畦 間の 溝 に水が行 き渡る まで 入水 して （灌水量 「少」，

第 2 図），両播種期 と も入水 停止 以 降は 自然落 水 させ た．

　出 芽調査 は各処理 区 1em ，反 復 は 4 条 に つ い て 行 っ た．

　土 壌水 分 ポ テ ン シ ャ ル の 測定 は テ ン シ オ メ ー
タ
ー

（受感

部 5cm ） を播種後，土 ri，1　10cm に 差 し込 み ，反復 は 2 カ 所

につ い て 行 っ た．降雨 量 は，九 州沖縄 農業研究セ ン タ
ー
筑

後拠点内 に設置 して い る 気象観測装置 を用 い た ，

結果と考察

　 8 月 ll日播種 （灌水量 「多 D の 結 果 を第 3 図 に 示 した．

播 種 後 5 日 目 か ら出芽が 全 試験 区 で認 め ら れ，播種後 5 〜

7 目 目の 出 芽速度 は 種 」
 

水分 ユ0％ の 浅播 きで 9，5本 〆口，深

播 きで 13．0本／日，種子水分15％ σ）浅播 きで 12．9本／日，深

播きで 13，6本／日，種子 水分 20％ の 浅播 きで 13．6本／日，深

0巨广

EO

戸
雰〕卩げ
隙皿
コ

0＝

01

＋ 傑播き・種子水分1隅

＋ 深播き・這子水分 15笥

一暑一一深播き
・舐 了水分 2眺

b　漢播き
・穫子水分 lcs

・・ひ「「浅帋き
・
彊歹水分lit

囗　　i｝播き
・
潭了水分20話

＊ 連 絡責任 者 ：yamachan ＠naro ．a 肚 c．go．jp

oo

　　　　　　　　 4　　　　 6　　　　 8　　　 田

　 　 　 　 　 　 歸三後日致〔田

　 　 第 3 図　灌水量 （多 〉に お け る 出芽率 の 推移．
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播 きで 12，8本〆

．
日 と，種 子水 分 10％ の 深播 きで 劣 っ た 以外

は13本 〆旧 前 後で あ っ た，播 種 後 7− m 目目の 出 芽率 は，播

種深度 が浅 く，種 r一水分が 高くなる と向一ヒす る傾 向が 認め

ら れ た．た だ し，最 も出芽率が 高 か っ た浅播 きで 種子 水 分

15％，20％ の 区は と もに64％ と，差異 は認 め ら れ な か ’
／） た．

　 8 月 11日播種に お ける一L壌水分ポ テ ン シ ャ ル の 推移 を 第

4 図 に 示 した，播 種 直後 に20．5mm の 降雨 が あ り．邏 水に

よ る 飽和 の 状 態 か ら 播種後 2H 冂 に
一．30kPu，播種後 5 口

後 に
一63kPaと降 雨が 無 か ’

二） た た め 乾 燥 が 進 ん だ が 7 ［
．．1「！

に89．5mm と 大 量の 降 雨が あ り，飽和 状 態 に まで 回復 し た．
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後 口数（口） 第4図　 灌水量（多）における播種後 の土壌 水 分ポテ

シ ャル の 推移． 　9 月8H播 種 （湟 水量 「少」）の 結果を

5 図 1 に 示 した ． 播 種後 3 日 目 から ほ ぼ 全試験区で

芽 が認め られ， 播種 後 3 〜
5
日
間
の出 芽速

度
は， 種 ．∫ ・水 分IOO

の浅播きで27 ． 84 〆U，深播きで25、 8本〆 囗 ，種 ．了 ・水分1

唐 ﾌ浅播きで 31 ．8 本〆 日，深播きで28 ．5本 A ［， 種． 了一水分

％の 浅播き で36 ．0 本

旧
， 深播 きで34 ． 0 本 〆 ．日 とな

， 播種 深 度が 同 じ 場合は 種子 水 分が高 い ほ ど ，種 子水

が 同じ 場合 は浅播 き ほ ど出 芽速 度 は 速 く なる 傾向 を 示

た ．播種後 7 凵 日の 出芽 率 に 及 ぼす 播種深度と種子 水分の

響は，8月111 ヨ播種 と類似 し ， 播種 深度が浅 く ，

子 調湿 を 行 った区 の出芽率が 高 い 傾 向を示した．ま た ，

処理区とも 8 月 11H 播 種に 比 べ る と ， 出 芽 速度 お よ

出 芽 率が 高 まり ， 条間に よる出芽率の 差 異 も小 さく なった．
に
，種子水分15％の 浅播 きで 81％， ．種 子水分 2096 の 浅

きで 86

， 深播

で 8
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　 　　 希 ｝種 後 日 戴 〔 ヨ ） 第 6 図 　 灌 水 量 〔 少 〕 に お

る播 種 後 の土壌水 分ポ テン シ ャ ルの推移 ． 　9月8 口 播種にお け る

壌 水 分ポ テンシャ ル の推移を第 6図に示した ．播 種後 1 日目に0． 5mm

21 ． ［n に 2 ． Omm ， 3 日目に 1 ．5mm ， ・1

H 目に13 ． Omm ， 5 日目に16． 5mm と少 量 の 降 雨が

っ たが， 播種 直 後 の灌 水 から 播種 後／日目に 土 壌 水 分

テ ン シ ャルは一45kPa とな り 急速に 乾燥が 進み ， 3

目から 急 速に水分 状態 が同復した． 水分状 態の 推 移に

い て ， 8 月 110 播 種 と 9 月 8 日播 種を

較し た場合 ，播 種後の天候を 考 慮し ても，灌水程 度 を少

くすると 播種後の乾 燥が 進みや すい傾向 が 認 められた ． 　

．ヒ の結果か ら， 播種直 後 に畦聞 灌水を行う場合 には ，

  q 水分 を15 　°

e 以上に調 湿 し ，浅播 き とし ，畦 溝 に水 が 行 き渡 る 程 度で

水を止めると高 い出 芽 率を確保でき る こ と が 明 らかとなった

　種 ． 子水分を 13 ％以 ヒに高める と播 種直 後の吸 水

よる発 茅 障害 を回 避 で き る ことが報告 さ れて い る （ 中

ら 2004

， 本試 験結果も同 様の傾 向を 示し，機 械播種でも調 湿

子が 播種直後 の急 速 な 吸 水 に よ る 出 芽障害 回避に 有効 な こと

示 された ． 　 8 月播種（湛水 多 ）と比較し て 9 月

種（ 灌 水 少 ） は 灌 水 直後の 二 」二 壌 水分ポ テ ン シ ャル

低ドが速く， 播 種 後 711 凵 の 出 芽率は 8 月 播種 よ り

子 水分 およ び播種 深度 が同 じ 場 合 は いず れ の区 でも

くなる傾向 が示さ れたことから ， 灌水程度 を少 な め にし

や か に土 壌 が 乾燥 する よ うに す る こと が 高 い 出芽 率を

るの に有 効で あ る と 考 え ら れ た ． 　本試 験では播 種

同時に畦 立て を 行う 播 種機を 用 いた が． 畦の
間の 溝 の

分は播種 直後の灌 水時， 速 やか に圃場全体 に 水 を 行き

らせ るの に 有効 で あ った，しかし ， 灌 水量 〔 少 〉 の試

にお い て も， 畦の 低 い 部 分 では ， 一 部で

あ る が ， 冠 水 状 態 が 長 引 いた場 合 に起
因
す ると思 わ れる

芽 障 害も散見され てお り，今 後 ， 畦 の高さ を高精度で揃

る 播種 機 の開発 も必要 であ る と思 わ れた ． 　本試験

調湿 に用いた 装 置は ，種子 を 均 ・に 15 ％に 調湿 す る

は1 日 ，20 ％ に 調 湿する に は2 目を 要 す．出 芽 率は 2

唐 ﾉ 調 湿し

種 子 がやや優 れる 傾 向 が 認 めら れ るが， 調 湿効率 ， 種子

劣化，
播
種後 の 乾 燥 耐 性 ， 調湿 後のカビ の 発生等を 考 慮 する と
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エ チ レ ン グ リ コ
ー

ル に よ る処 理 （中 山 ら 2005） も出 芽 に

影 響を及ぼ す こ とが 報告され て い る．今後，種 子調 湿 に 加

え鎮 圧形 状お よび種子 処理剤の 出芽に 及 ぼ す影響も検討 し，

省力
・
低コ ス トで，播 種直後 の 急 速 な吸水が 起 きた 場 合で

も80％ 以上 の 高い 出 芽率 を維 持 して い く技術を開発 して い

く必 要 が ある と思 わ れ る．

摘　　要

　大豆 品種 「フ クユ タ カ」 を供試 し，播 種 直後に 漣水 を行

い ，出 芽率 を調査 した．その 結果，播種直後の 灌水に 起 因

す る 出芽障害を回避する た め の 条件 は，1 ）種子水 分 15％

以上，2 ）浅 播 き，3 ）畦溝 に水が 行 き渡 る程 度 の 灌水 で あ

る こ と を明 らか に した．今後，鎮圧形状お よ び種子処 理剤

と 出芽率の 関係 につ い て も検討 して い く必要が ある と考え

ら れ た，
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